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８８..播播種種方方法法：：散散播播((無無人人ヘヘリリココププタターー,,ドドロローーンン,,動動力力散散布布機機等等))

土土中中播播種種（（浅浅層層播播種種））

１ 代かきを播種前日～２日前に行い，播種前に落水する。

（点播・条播より柔らかめにする。）

２ 播種時の重力等により，種子が浅く埋まる。

３ 播種後の入水により，周囲の土が種子を覆い浅層播種となる。

※播種前の落水後に，溝切りを行うと水の入排水が容易となり，管理しや

すくなる。散播の場合は，点播や条播と異なり，多目的播種機による作

溝やタイヤ溝等がなく，水管理が難しい。

動力散布機ドローン

播種直後

←播種前に溝切りを実施

無人ヘリコプター
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すくなる。散播の場合は，点播や条播と異なり，多目的播種機による作
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９９．．苗苗立立・・収収量量

播種42日後の苗（H28年古川農試)
（左べんモリ：土中播種
右鉄：表面播種）

「ひとめぼれ」の全刈収量と倒伏
（H28年現地12か所）

A4クリアファイル内に見える出芽数による出芽数判定

2 3 5 6 8 10

出芽数/m2 32 48 80 96 128 160

耐倒伏性品種 過少 少 少 適 適 多

易倒伏品種 過少 少 適 適 多 多

本数/A4サイズ

クリアファイルを地表から約10cm
前後離し，イネの本数を数える
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まなむすめ

苗立ち数の目安表（H29：東北農研センター）

項項目目 ひひととめめぼぼれれ

目標収量 520kg/10a

播種量（乾籾） 2.5～3.5kg/10a

苗立本数 45～65本/㎡

穂数 430～4７0本/㎡

倒伏程度(0-4) ２以下

生生育育目目標標（（土土中中播播種種））
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播種30日後の苗質（R1～R3年古川農試）
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苗立と白化茎長(H26～28年古川農試）

※白化茎長は播種深さの目安

湛水後落水出芽 ・ 落水出芽

1100．．出出芽芽方方法法

播播種種後後にに出出芽芽・・苗苗立立ちちをを促促進進ささせせるるたためめ，，下下記記のの２２種種類類のの
方方法法をを選選択択すするる。。（（12頁頁のの栽栽培培体体系系図図をを参参照照））

１．湛水後落水出芽
・湛水直播栽培経験者～初心者まで，幅広く対応可能。
・方法は，①代かきを播種前日から３日前に行う，②落水し水
尻を閉めて播種，③播種後に入水，④初期除草剤を播種時ま
たは播種後に処理，⑤７日程度湛水，⑥その後自然落水，⑦
落水状態を保ち，⑧出芽後の５～７日頃から湛水，⑨本葉１～
１.５葉に初中期除草剤を処理，⑩その後は移植栽培に準じる。

２．落水出芽
・直播栽培経験者や，ほ場管理を丁寧にできる熟練向け。
・方法は，①代かきを播種前日から２日前に行う，②落水し水
尻を止めて播種，③覆土が不完全な場合は走水，④初期除
草剤を播種時または播種後に処理，⑤出芽するまで落水状
態（乾燥状態が続く場合は走水），⑥出芽後湛水，⑦出芽始
～本葉１.５葉に初期剤または初中期除草剤を処理，⑩その
後は移植栽培に準じる。
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湛湛水水後後落落水水出出芽芽

<<初初期期剤剤除除草草剤剤＋＋初初中中期期除除草草剤剤体体系系>>

落落水水出出芽芽

<<初初期期除除草草剤剤＋＋初初中中期期除除草草剤剤体体系系

ままたたはは 初初中中期期除除草草剤剤単単用用＞＞

湛湛水水

落落 水水
播播 種種
施施 肥肥
除除草草剤剤
↓↓

土土中中

湛湛水水

出出芽芽始始～～本本葉葉1.5葉葉
初初期期剤剤ままたたはは初初中中期期除除草草剤剤

代代かかきき：：播播種種
前前～～２２日日前前
移移植植並並～～柔柔

覆覆土土不不完完全全のの
場場合合，，走走水水をを
行行いい自自然然落落水水
↓↓

湛湛水水

土土中中

湛湛水水

本本葉葉1～～1.5葉葉
初初中中期期除除草草剤剤

代代かかきき：：播播種種
前前～～３３日日前前
移移植植並並～～柔柔

・・播播種種後後入入水水
・・播播種種後後7日日程程度度湛湛水水
↓

出出芽芽後後のの
５５～～７７日日頃頃
かからら湛湛水水 ↓落落 水水

播播 種種
施施 肥肥
除除草草剤剤
↓↓

落落
水水

自自然然落落水水

1111．．栽栽培培管管理理体体系系図図

出出芽芽後後湛湛水水
↓↓

播播種種前前，，播播種種，，出出芽芽・・苗苗立立ちちままででのの出出芽芽方方法法別別のの栽栽培培管管理理
体体系系図図。。出出芽芽方方法法にによよりり，，水水管管理理がが異異ななるる。。
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12．．除除草草剤剤１１

１．初期除草剤

体体系系防防除除（（初初期期除除草草剤剤＋＋初初中中期期除除草草剤剤））をを基基本本ととしし，，発発生生状状況況
にによよりり追追加加防防除除をを実実施施すするる。。

農薬名等は，宮城県農作物病害虫・雑草防除指針令和３年度から掲載。

２．初中期除草剤【湛水開始期に処理可能な農薬】

代かき時
代かき後～
播種７日前

播種時 その他

サキドリEW ○ ○

シンウチEW ○ ○

プレキープ1キロ粒剤/フロアブル ○ 〇 播種直後～ノビエ１葉

サンバード１キロ粒剤30/粒剤 ○ ○ 〇 播種直後～ノビエ１葉

ジカマック500グラム粒剤 〇 播種直後

兆/ピラクロン1キロ粒剤 〇

兆/ピラクロンフロアブル

注）空欄は登録なし

・播種直後～イネ出芽前,
・イネ出芽始～ノビエ1.5葉

農薬名

使用時期

播種時 その他

オサキニ１キロ粒剤

ベルーガ１キロ粒剤

カウンシルコンプリート１キロ粒剤

ボデーガードプロ１キロ粒剤

カウンシルコンプリートフロアブル

ボデーガードプロフロアブル

忍フロアブル

バッチリ１キロ粒剤/フロアブル

ザンテツ豆つぶ２５０ イネ出芽揃期～ノビエ2.5葉

ベストパートナー豆粒250 イネ出芽揃期～ノビエ3.0葉

プライオリティ豆粒250 イネ出芽揃期～ノビエ3.5葉

注）空欄は登録なし

播種直後～ノビエ3.5葉

イネ出芽始～ノビエ2.5葉

農薬名
使用時期

○

○ 播種直後～ノビエ3.0葉

播種直後～ノビエ3.5葉

３．ノビエの発生が早いとき

農薬名 使用量 使用時期 使用晩限

クリンチャー１キロ粒剤/ジャンボ 1kg/10a 播種後10 日～ノビエ３葉 収穫30日前まで

クリンチャーEW 100mL/25～100mL 播種後10 日～ノビエ５葉 収穫30日前まで

トドメMF乳剤 200mL/100L 播種後10 日～ノビエ６葉 収穫50日前まで
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プライオリティ豆粒250 イネ出芽揃期～ノビエ3.5葉

注）空欄は登録なし

播種直後～ノビエ3.5葉

イネ出芽始～ノビエ2.5葉

農薬名
使用時期

○

○ 播種直後～ノビエ3.0葉

播種直後～ノビエ3.5葉

３．ノビエの発生が早いとき

農薬名 使用量 使用時期 使用晩限

クリンチャー１キロ粒剤/ジャンボ 1kg/10a 播種後10 日～ノビエ３葉 収穫30日前まで

クリンチャーEW 100mL/25～100mL 播種後10 日～ノビエ５葉 収穫30日前まで

トドメMF乳剤 200mL/100L 播種後10 日～ノビエ６葉 収穫50日前まで

除草２

４．初中期除草剤

５．中後期剤【ノビエ対象】

12．．除除草草剤剤２２

農薬名 使用時期 農薬名 使用時期

クサトッタ１キロ粒剤 ガンガンジャンボ1キロ粒剤

スラッシャ１キロ粒剤 キマリテジャンボ/フロアブル

アールタイプ１キロ粒剤/ジャンボ/フロアブル クレバーZジャンボ/フロアブル

イッテツ１キロ粒剤/ジャンボ/フロアブル ゼータタイガージャンボ/フロアブル

イッポン１キロ粒剤75/フロアブル/ジャンボ ゼータファイヤーフロアブル

イネキング1キロ粒剤/フロアブル/ジャンボ 天空１キロ粒剤

ウイーナー１キロ粒剤75/ジャンボ/フロアブル トップガンGT１キロ粒剤

カチボシジャンボ ドラゴンホークZジャンボ/フロアブル

ガンガンジャンボ ビクトリーZ1キロ粒剤/ジャンボ/フロアブル

クサバルカン１キロ粒剤/フロアブル/ジャンボ ベッカク１キロ粒剤

ゴエモンフロアブル ベンケイ１キロ粒剤

コメット１キロ粒剤/顆粒 ポッシブルフロアブル

ジャイフレンドフロアブル ボデーガードプロジャンボ

忍1キロ粒剤/フロアブル/ジャンボ マスラオジャンボ

シュナイデン1キロ粒剤/ジャンボ/フロアブル メガゼータ１キロ粒剤/フロアブル/ジャンボ

ダブルスターSB顆粒 トップガンフロアブル

ツルギ250粒剤 ブルゼータフロアブル

デルタアタック１キロ粒剤/フロアブル 銀河1キロ粒剤

トップガン250グラム 月光1キロ粒剤

ナギナタ豆つぶ250 センイチMX1キロ粒剤

バッチリLX1キロ粒剤/フロアブル タンボパワー１キロ粒剤

ピラクロエースフロアブル フルパワーMX１キロ粒剤

ボデーガードジャンボ アクシズMX１キロ粒剤

アッパレX１キロ粒剤/ジャンボ/フロアブル イッソウ1キロ粒剤

カウンシルコンプリートジャンボ フルイニング1キロ粒剤/ジャンボ

イネ1葉～ノビエ4葉

イネ1.0葉～ノビエ３葉

イネ1.0葉～ノビエ３葉

イネ1.5葉～ノビエ２葉

イネ1.0葉～ノビエ２.5葉

イネ1.5葉～ノビエ３葉

イネ２葉～ノビエ３葉

イネ1葉～ノビエ３.5葉

農薬名 使用量 使用時期 使用晩限

1kg/10a 播種10 日～ノビエ３葉

1.5kg/10a 播種25 日～ノビエ４葉

1kg/10a イネ１葉～ノビエ４葉

1.5kg/10a イネ３葉～ノビエ５葉

ヒエクリーン１キロ粒剤

ワンステージ１キロ粒剤

トドメMF1キロ粒剤 1kg/10a イネ3.5葉～ノビエ４葉 収穫50日前まで

イネ３葉～ノビエ４葉

クリンチャー１キロ粒剤/ジャンボ

スケダチ1キロ粒剤

1kg/10a

収穫30日前まで

収穫45日前まで

収穫45日前まで
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１２ 除草３

雑草防除・植物の生育調節に関する技術情報

（公益財団法人 日本植物調節剤研究会）

https://japr.viewer.kintoneapp.com/public/31fbbb2ea8d356ea274
bc037afee4267cf4a8675ee2dee10824c7b075f404a40#/

７．中後期剤【ノビエ以外の残草対象】

６．中後期剤【ノビエと広葉の残草対象】

12．．除除草草剤剤３３

農薬名 使用時期 使用晩限

クリンチャーバスME液剤 播種後10日～ノビエ５葉 収穫50日前まで

オシオキMX１キロ粒剤 収穫45日前まで

ハイカット１キロ粒剤

サンパンチ１キロ粒剤

クミメートSM１キロ粒剤

ザーベックスDX１キロ粒剤

マメットSM１キロ粒剤

ツイゲキ１キロ粒剤 イネ５葉～ノビエ４葉 収穫75日前まで

ゲパード１キロ粒剤

レブラス１キロ粒剤

ヒエクリーンバサグラン粒剤 イネ３葉～ノビエ４葉 収穫60日前まで

ニトウリュウ１キロ粒剤/ジャンボ

ワイドパワー粒剤

アトカラSジャンボMX

セカンドショットSジャンボMX

ワイドショット１キロ粒剤

ワイドアタックSC 収穫30日前まで

フォローアップ１キロ粒剤

ワイドアタックD１キロ粒剤

イネ３葉～ノビエ５葉

収穫60日前まで

収穫60日前まで

収穫60日前まで

収穫60日前まで

収穫60日前まで

収穫45日前まで

イネ3葉～ノビエ3.5葉

イネ５葉～ノビエ3.5葉

イネ２葉～ノビエ４葉

イネ４葉～ノビエ４葉

農薬名 使用時期

バサグラン液剤 播種後35～50日

バサグラン粒剤 イネ３葉～入水50日後
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１２ 除草３

雑草防除・植物の生育調節に関する技術情報

（公益財団法人 日本植物調節剤研究会）

https://japr.viewer.kintoneapp.com/public/31fbbb2ea8d356ea274
bc037afee4267cf4a8675ee2dee10824c7b075f404a40#/

７．中後期剤【ノビエ以外の残草対象】

６．中後期剤【ノビエと広葉の残草対象】

12．．除除草草剤剤３３

農薬名 使用時期 使用晩限

クリンチャーバスME液剤 播種後10日～ノビエ５葉 収穫50日前まで

オシオキMX１キロ粒剤 収穫45日前まで

ハイカット１キロ粒剤

サンパンチ１キロ粒剤

クミメートSM１キロ粒剤

ザーベックスDX１キロ粒剤

マメットSM１キロ粒剤

ツイゲキ１キロ粒剤 イネ５葉～ノビエ４葉 収穫75日前まで

ゲパード１キロ粒剤

レブラス１キロ粒剤

ヒエクリーンバサグラン粒剤 イネ３葉～ノビエ４葉 収穫60日前まで

ニトウリュウ１キロ粒剤/ジャンボ

ワイドパワー粒剤

アトカラSジャンボMX

セカンドショットSジャンボMX

ワイドショット１キロ粒剤

ワイドアタックSC 収穫30日前まで

フォローアップ１キロ粒剤

ワイドアタックD１キロ粒剤

イネ３葉～ノビエ５葉

収穫60日前まで

収穫60日前まで

収穫60日前まで

収穫60日前まで

収穫60日前まで

収穫45日前まで

イネ3葉～ノビエ3.5葉

イネ５葉～ノビエ3.5葉

イネ２葉～ノビエ４葉

イネ４葉～ノビエ４葉

農薬名 使用時期

バサグラン液剤 播種後35～50日

バサグラン粒剤 イネ３葉～入水50日後

1133．．施施肥肥

施施肥肥はは移移植植栽栽培培とと同同等等のの窒窒素素成成分分量量ととすするる。。

• 基肥一発体系（湛水直播栽培専用肥料）

• 基肥＋追肥体系（一般栽培用肥料）

※追肥を行う際は，イネの茎数，葉色等を観察して判断する。

1144  ．．倒倒伏伏対対策策１１

べべんんモモリリはは土土中中播播種種ののたためめ，，倒倒伏伏ににはは強強いいがが下下記記のの内内容容
をを組組みみ合合わわせせるるここととでで，，倒倒伏伏をを軽軽減減すするる。。

１．大豆後作では栽培をしない。 ４．播種量を削減する。

２．地力の高いほ場では施肥量を ５．４葉期の落水を実施する。

削減する。 ６．溝切と中干しを実施する。

３．耐倒伏性品種を栽培する。 ７．滞水箇所の溝切を実施する。

鉄鉄ココーーテティィンンググ ＜＜ べべんんモモリリ・・カカルルパパーー ＜＜ 移移植植・・乾乾直直

風雨 風雨 風雨

支支ええななしし

支支ええ小小

支支ええ大大

種種子子のの位位置置
＜＜浅浅いい＞＞

種種子子のの位位置置
＜＜深深いい＞＞

種種子子のの位位置置
＜＜地地表表面面＞＞

べべんんモモリリはは種種子子がが土土中中ににああるるたためめ，，倒倒伏伏ししににくくいい
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1144．．倒倒伏伏対対策策２２

「げんきまる」の成熟期（H28年現地）
左「べんモリ」 倒伏無，右「鉄」倒伏有

「ひとめぼれ」深さ別の根の量
（H28年古川農試）

栽栽培培方方法法，，種種類類別別のの耐耐倒倒伏伏性性のの目目安安
根部乾物重と押倒抵抗値（成熟期の稲株の抵抗値）から，
移植＞べんモリ＞カルパー＞鉄の順に倒伏に対して抵抗力有。

カルパー

上記ほ場の根域
左「べんモリ」 ， 右「鉄」

根の深さと量は，
べんモリ＞カルパー＞鉄の
順で深く多い。

凡例
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1144．．倒倒伏伏対対策策２２

「げんきまる」の成熟期（H28年現地）
左「べんモリ」 倒伏無，右「鉄」倒伏有

「ひとめぼれ」深さ別の根の量
（H28年古川農試）

栽栽培培方方法法，，種種類類別別のの耐耐倒倒伏伏性性のの目目安安
根部乾物重と押倒抵抗値（成熟期の稲株の抵抗値）から，
移植＞べんモリ＞カルパー＞鉄の順に倒伏に対して抵抗力有。

カルパー

上記ほ場の根域
左「べんモリ」 ， 右「鉄」

根の深さと量は，
べんモリ＞カルパー＞鉄の
順で深く多い。

凡例

1155．．病病害害虫虫対対策策１１

【中後期に発生する病害虫対策】

移植栽培同様の対策を行う。ただし，直播栽培の生育は，移植栽培よ
りも７～10日遅く，葉色の低下が遅い（濃い状態）ため，発生している病
害虫の状況に応じた防除が必要である。

【種子伝染性病害対策】 塩水選後に種子消毒を行う。

【初期害虫（イネドロオイムシ・イネミズゾウムシ）対策】
１．常発地等（森林等の近辺，山間地帯，直播栽培連作
地等）では，種子処理剤「ヨーバルシードＦＳ」を処理
することで，省力化が図られる。

２．未発生ほ場：播種，苗立ち後に発生状況に応じて
茎葉散布剤等で防除する。

【いもち病（葉いもち）対策】
１．種子処理剤をべんモリコーティング時に「ルーチンシードＦＳ」を処理
することで，省力化が図られる。

２．未使用ほ場では，茎葉散布剤で本田防除をする。

【いもち病（葉いもち・穂いもち）常発地や発生確認ほ場】
病斑を確認しだい，茎葉散布剤で防除する。

【紋枯病対策】
１．常発地等では，種子処理剤「エバーゴルシードＦＳ」を
処理することで，省力化が図られる。

２．未発生ほ場：発生確認後に茎葉散布剤等で防除する。
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1155．．病病害害虫虫対対策策２２
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・種子処理方法
①播種前（浸種前）の塗抹処理をする（種子被覆剤を添加）。
②播種前（浸種後），べんモリコーティング中の塗沫処理をする。
③播種前（浸種後），べんモリコーティング後の吹き付け処理をする。
※お勧めは②，べんモリコーティングと同時に実施でき簡便（下記図）
・種子処理時の注意点
種子処理剤は，粘性が高いため，コーティング前の種子は強めに脱水
し，薬剤を少量ずつ投入し，均一に付着させた後，べんモリ資材（籾化
粧）を投入し，加水は状況に応じて行うと複粒化（塊）が発生しにくい。
・ＦＳ剤の３剤混合または２剤混合した場合，低温時の播種は，出芽・苗立
ちが遅くなる場合がある。

種種子子処処理理剤剤（（種種子子にに薬薬剤剤をを塗塗布布処処理理しし，，生生育育初初期期かからら中中期期ににかかけけてて
病病害害虫虫をを防防除除すするる新新規規農農薬薬：：ＦＦＳＳ剤剤））

R３年３月現在，３剤が登録されている。
・殺菌剤「ルーチンシードFS（いもち病）」，「エバーゴルシードFS（紋枯病）」
・殺虫剤「ヨーバルシードFS

（イネツトムシ・イネドロオイムシ・イネミズゾウムシ・ニカメイチュウ）」

ルーチンシードＦＳとコラトップジャンボＰ
のいもち病体系防除（Ｒ２年古川農試）

※葉いもち用に種子処理剤「ルーチンシードＦ

Ｓ」，穂いもち用に「コラトップジャンボＰ」を

使用。葉いもち剤未使用は，穂いもちの発

生を抑制できない。

−19−



1155．．病病害害虫虫対対策策２２
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・種子処理方法
①播種前（浸種前）の塗抹処理をする（種子被覆剤を添加）。
②播種前（浸種後），べんモリコーティング中の塗沫処理をする。
③播種前（浸種後），べんモリコーティング後の吹き付け処理をする。
※お勧めは②，べんモリコーティングと同時に実施でき簡便（下記図）
・種子処理時の注意点
種子処理剤は，粘性が高いため，コーティング前の種子は強めに脱水
し，薬剤を少量ずつ投入し，均一に付着させた後，べんモリ資材（籾化
粧）を投入し，加水は状況に応じて行うと複粒化（塊）が発生しにくい。
・ＦＳ剤の３剤混合または２剤混合した場合，低温時の播種は，出芽・苗立
ちが遅くなる場合がある。

種種子子処処理理剤剤（（種種子子にに薬薬剤剤をを塗塗布布処処理理しし，，生生育育初初期期かからら中中期期ににかかけけてて
病病害害虫虫をを防防除除すするる新新規規農農薬薬：：ＦＦＳＳ剤剤））

R３年３月現在，３剤が登録されている。
・殺菌剤「ルーチンシードFS（いもち病）」，「エバーゴルシードFS（紋枯病）」
・殺虫剤「ヨーバルシードFS

（イネツトムシ・イネドロオイムシ・イネミズゾウムシ・ニカメイチュウ）」

ルーチンシードＦＳとコラトップジャンボＰ
のいもち病体系防除（Ｒ２年古川農試）

※葉いもち用に種子処理剤「ルーチンシードＦ

Ｓ」，穂いもち用に「コラトップジャンボＰ」を

使用。葉いもち剤未使用は，穂いもちの発

生を抑制できない。

1166．．鳥鳥害害対対策策１１

鳥鳥害害はは，，ススズズメメ，，カカララスス，，ハハトト，，カカモモ，，カカモモメメ（（ウウミミネネココ）），，ササギギ
等等にによよるる被被害害がが多多いい（（樹樹木木等等のの近近くくでではは，，被被害害がが大大ききくくななりり
ややすすいい））。。
・落水時（播種時から本葉４葉頃まで）は，主にスズメ，カラス，
ハト等が発生する。

・湛水時（出芽後）は，主にカモ，カモメ（ウミネコ）等が発生する。

スズメ カモ

ススズズメメ（（右右上上：：いいぐぐねね）） カカモモススズズメメ＆＆カカララスス＆＆カカモモ(右右側側：：樹樹木木））

播種15日後の落水６時間の間に
発生した鳥害（R2年古川農試)
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（H28年現地104ほ場)
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16．．鳥鳥害害対対策策２２

・ 栽培するほ場の場所を選ぶ。
・ 直播栽培を団地化して行う。
・ 覆土をしっかりと行う。
・ 鳥類の飛来や鳥害が発生した場合，落水時は入水し，
湛水時は落水する。

覆土の効果 （Ｈ28年古川農試：点播）
※覆土が不十分な所を中心に被害発生

落水出芽における鳥害の状況（H28古川農試：点播）
※赤線の左側作溝播種機，右側表面播種機の覆土式
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※落水により種子が露出しやすく被害発生

0

20

40

60

80

作溝播種機 表面播種機

覆土式

作溝播種機 表面播種機

覆土式

湛水後落水出芽 落水出芽

苗
立
本
数
（
本

/㎡
）

鳥害
↓

−21−



16．．鳥鳥害害対対策策２２

・ 栽培するほ場の場所を選ぶ。
・ 直播栽培を団地化して行う。
・ 覆土をしっかりと行う。
・ 鳥類の飛来や鳥害が発生した場合，落水時は入水し，
湛水時は落水する。

覆土の効果 （Ｈ28年古川農試：点播）
※覆土が不十分な所を中心に被害発生

落水出芽における鳥害の状況（H28古川農試：点播）
※赤線の左側作溝播種機，右側表面播種機の覆土式

0

20

40

60

80

100

湛水後落水出芽 落水出芽

苗
立
本
数
（
本

/ ㎡
）

鳥害

散播栽培 （Ｈ28年古川農試）
※落水により種子が露出しやすく被害発生

0

20

40

60

80

作溝播種機 表面播種機

覆土式

作溝播種機 表面播種機

覆土式

湛水後落水出芽 落水出芽

苗
立
本
数
（
本

/㎡
）

鳥害
↓

17．．畜畜産産にに対対すするる留留意意点点

べんモリ直播栽培を連続同一ほ場で分析した結果
（H30～R3年古川農試）
※未使用ほ場は，H30～R3年の分析結果平均値

○飼料のモリブデン上限（中央畜産会）

　肉牛：6,000μg/100g，乳牛：10,000μg/100g

○日本飼養標準・乳牛（2017版）

　飼料用イネ：1,800μg/100g

古川農業試験場の同一ほ場で，べんモリを９年間連続
栽培した，稲体のモリブデン含有率分析結果は，上記の
基準値を大幅に下回り，飼料用米栽培，ＷＣＳ栽培，稲
わらの供給ともに問題はない

牛牛等等のの反反芻芻動動物物でではは，，過過剰剰ににモモリリブブデデンンをを摂摂取取すするるとと銅銅欠欠
乏乏症症をを引引きき起起ここすすここととがが知知らられれてておおりり，，下下記記のの基基準準がが定定めめ
らられれてていいるる。。
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18 べべんんモモリリ栽栽培培事事例例１１ （（美美里里町町））

「「カカルルパパーー」」直直播播栽栽培培かからら「「べべんんモモリリ」」直直播播栽栽培培へへ

「「みみややぎぎ直直播播おお米米のの会会（（代代表表熱熱海海順順一一））」」遠遠田田郡郡美美里里町町，，石石巻巻市市

直播栽培をカルパーでH12年から取り組んでいたが，資材の低コスト化，コー
ティングの省力化，安定した収量等からべんモリに切り替えた。カルパーは，
水はけの悪いほ場で栽培。
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直直播播栽栽培培面面積積のの推推移移（（H27～～R3年年）） 収収量量とと倒倒伏伏程程度度（（H28～～R3年年平平均均））

栽培方法【湛水後落水出芽】

品種「ひとめぼれ」の催芽種子を用いて，播種前日に籾化粧を0.1倍重で自
動コーティングマシンを手動に切り替えてコーティング。代かき作業は，播種
２日～３日前に実施し，作溝播種機にて播種量3.5kig/10a（乾燥籾）で実施。
播種と同時に初期除草剤と側条施肥４kgN/10a処理。播種後は湛水７日間
後に落水し，ほ場状態を見ながら走水を入れ，出芽を促進させている。苗立
後は，湛水し初中期除草剤を処理，表層剥離は少なく，イネの生育状況に応
じて追肥を施用。収穫時は倒伏も少なく，株抜けもなく移植栽培・カルパーと
同等の収量を得ている。

「「みみややぎぎ直直播播おお米米のの会会」」とと関関係係者者 出出穂穂後後5500日日
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1188 べべんんモモリリ栽栽培培事事例例11（（美美里里町町））
播播種種作作業業

（（代代かかききはは2日日前前））

ココーーテティィンンググ後後，，

自自然然乾乾燥燥

播播種種後後８８日日目目にに落落水水

（（上上記記はは播播種種後後11日日)

播播種種後後37日日 播播種種後後5522日日播播種種後後28日日

出出芽芽揃揃いい

播播種種後後1166日日

ココーーテティィンンググママシシーーンン

（（カカルルパパーー用用をを活活用用））

播播種種後後入入水水

（（播播種種後後７７日日間間湛湛水水））

乾乾燥燥時時にに走走水水→
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1188 べべんんモモリリ栽栽培培事事例例２２（（大大和和町町））

「「鉄鉄」」直直播播栽栽培培かからら「「べべんんモモリリ」」直直播播栽栽培培へへ

直直播播栽栽培培面面積積のの推推移移（（H27～～R3年年））
※※鉄鉄HH2299～～3300年年はは試試験験ほほ場場ののみみ

収収量量とと倒倒伏伏程程度度（（H28～～R3年年平平均均））
※※鉄鉄「「げげんんききままるる」」ははH28～～30年年平平均均

農農事事組組合合法法人人 稲稲和和フファァーームム

「「農農事事組組合合法法人人 稲稲和和フファァーームム（（代代表表小小畑畑信信一一郎郎））」」黒黒川川郡郡大大和和町町

直播栽培を鉄でH25年から取り組んでいたが，コーティングの省力化，栽培
管理，倒伏しにくく安定した収量等から全面積をべんモリに切り替えた。

栽培方法【落水出芽】

「げんきまる」「ひとめぼれ」「ササニシキ」の３品種，浸漬種子を用いて籾化
粧を0.3倍重でコーティングマシンでコーティング。代かき作業は，播種前日～
２日前に実施し，田面が柔い状態で播種を作溝播種機にて播種量３kg/10a（
乾燥籾）で実施。播種と同時に側条施肥４kgN/10a処理。 播種後は落水状態
を保ち，出芽するまで入水しない。出芽後は，湛水し初中期除草剤を処理，
表層剥離は少なく，雑草の発生状況に応じて中後期除草剤を処理。収穫時
は倒伏も少なく，株抜けもなく移植栽培と同等の収量を得ている。
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出出穂穂後後3355日日
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1188 べべんんモモリリ栽栽培培事事例例２２（（大大和和町町））
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1188 べべんんモモリリ栽栽培培事事例例２２（（大大和和町町））

播播種種作作業業
(代代かかききはは前前日日)

播播種種後後2244日日

（（入入水水７７日日目目））

播播種種後後4455日日 播播種種後後6600日日

播播種種後後８８日日

（（播播種種直直後後かからら落落水水状状態態））

出出芽芽揃揃いい

播播種種後後1188日日

播播種種後後2200日日

（（入入水水３３日日目目））

水水面面のの筋筋状状がが苗苗

ココーーテティィンンググ後後，，自自然然乾乾燥燥
((種種子子のの下下はは新新聞聞紙紙・・ごござざ))
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〒989-6227 宮城県大崎市古川大崎字富国88
E-mail fn-s@pref.miyagi.lg.jp
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本マニュアルは，宮城県単独事業と新稲作研究会で得られた成果を基に制作しました。

□ほ場：水漏れが少なく，水管理がしやすいところを選んだ。
□ほ場：前年水稲作で，倒伏が少なかったほ場を選んだ。
□ほ場：代かきは，播種前日から３日前に行った。
□点播：播種時は落水状態で，播種前の硬さは適性であった。
□点播：播種後の入水はゆっくりと入れた。
□散播：播種時は落水した。
□初期除草剤：除草剤施用後（播種後），７日間湛水した。
□出芽：落水状態にした。
□初中期除草剤：本葉1.0～1.5葉期に湛水し，減水深が落ち

着いてから散布した。
□中干し：移植栽培より強めに行った。
□殺虫殺菌剤：病害虫の発生状況に応じて行った。

令和４年３月発行

この冊子は一部81.40円で2,500部作成しました。


